




　最近ヒト細胞遺伝学の進歩は,母親の加令にともなう染色体異常児の発生頻

度に,異常な増加のおこっていることを浮彫りにしつつある。ことに卵子の成

熟分裂期における染色体の不分離現象がもとで生ずるトリソミー個体は,35 才

以上の高年令妊娠に著しく増加していることが次第に明らかになりつつある。

ことに高年令卵子では端部着糸染色体における不分離が問題の中心として最も

注目をあびている。


